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で
あ
っ
た
。
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商
人
層
办
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新

人

：
を

迎

え
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札

た
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で
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兔

い
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.從

來

、
，
高
へ 

ぐ
等
觀
院
め
職
員
は
そ
主
と
以
て
フ
分
別
が
あ
サ
技
目
吖
汝
い
卷
貴
歡
に
依
：：；
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っ
て
|
|
さ̂
れ
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依
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え
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:
丨
沁
丨
ズ
嵩
導
丧
院
に
お
：い-'
'
.

て
は
，.

§

と
し
て
老
貴
族
が
主
た
ざ
勢
カ
で
あ
っ
た
。
然
じ
欠
多
敷
の 

:

。嵩
等
法
院
に
お
い
て
は
、

'
舊
制
埤
の
：末
期
夂
い
ぅ
：

£
欢

時

期

愚

：老

畫
 

へ
，の
勢̂

が

置

化

て

來

：て
い
る
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例
え
ば
：
エ
ク
ス
、
.
グ
ル
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:
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Iゲ

ル
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爸
咼
等f

院
に
お
い
て
は
、
，
職
務
の
：遂
符
に
差
支
え
る
一
：程

.の
，
老
潰

族

顧

，
 

ス
は

'
自

分

等

：の
若
ぃ
：子
睁
に
職
を
讓
ら
な
け
抝
ば
な
ら
な
加
っ
篆
じ

^̂
^̂
^
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尤

ダ

ず
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や
作
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备
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等
法
院
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'セ
^
:
'三

十

五

證

节

の

：

評
議
員

.が
絕
對
的
多
數
を
占
め
各
ょ
う

I
な

っ：

.

t
程
で
ぁ
っ
た。
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髮
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ょ
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著
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進
出
も
亦
，
高
等
法
降
ゅ
：內

部

に

分

' 

:
- :
袈
を
起
ぎ
せ^ ;
有
力
な
他
の&

と
な

.っ
た
：の
で
ぁ
る',

::<>靑
年
貴
族
は、
■

.
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戰
場
に_
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暴

評

韻

肩: 0

窠
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尤
出
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し

て

霉

貴

族
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は
、
主
と
し
て
商
人
層
か
ら
迎
え
ら
れ
だ
新
人
と
結
ん

.

で
.
、
：
從

來

の

傳

統

“ 

'-
.
ぬ
積
極
霞
否
矩
會
ど
处
っ
虎
。

1

我

タ

は

、
、
：
.
.
，

: ,

，
；
：
自

分

等

沉

公

共

■
: 

の
利
益
と
考
え
る
も
の
の
た
め
：に
犠
牲
を
捧
げ

1

ょ
う
。
：
靑
年
貴
族
の
遮

,

:
.
^
-な
こ
の¥

が
は
、'高

等

霞

只

部

に.お
け
る
統
：寺
を
妨
碍
し
、
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内

部

的
>

.
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M :

.敗ど
：

め
：
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：
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^ :
存

續

し

得

た

高

雾

院

自

體
W

存
立
を 

も
、
結
局t

お
い
て
危
險
に
陷
れ
る
こ
と

^
!な
っ
た
' ^
で
ぁ
力
た。

\

:
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新
人
の
採
用
、
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円
年
貴
赕
め
進
扭
に
：依
っ
て
、
：
高
等
法
踪
の
內
部
は

、
.

,

こ
の
ょ
う
に
烈L ;

-
' <
-
.
:動
搖
じ
た
。1

か
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'

、
.；高
等
法
院0

內

部

に

浪

亂

を.

.
.:
:

持
込
ん
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九

^

' ^
ろ
嚴
彐
階
級9
:意
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に
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入
ー
し
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こ
れ
を
指
導 

し
、
そ

'の
.來
方
と
な
、っ.て

.革
命
の.推
進
カ
の
：太
き
な
部
分
を
檐
っ
た
の
で

.
_ 

あ
っ
た
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編集後
記

幾
多
の
曲
折
を
經
た
朝
鮮
休
戰
會
談
も
、
捕
虜
交
換
問
題
を
一
轉
期
と
し
て 

次
第
に
大
詰
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
熱
戰
擴
大
の
危
機
が
一
應
後
退
し 

た
安
墦
感
を
我
々
に
與
，え
る
。
勿
論
そ
れ
が
國
際
情
勢
の
基
底
に
あ
る
社
會
經 

濟
的
病
根
を
何
等
根
本
的
に
改
變
す
る
も
の
セ
は
な
い
と
し
て
も
、
な
お
原
爆 

戰
爭
の
恐
怖
と
そ
の
.廻
避
へ
の
努
力
と
が
從
屬
國
民
衆
の
本
能
的
願
望
の
み
に 

止
ま
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
證
明
す
る
に
は
充
分
で
あ
ろ
う
。
廣
島
、
長
崎
に 

實
證
さ
れ
た
殘
酷
な
死
の
危
險
は
、
今
や
國
民
、
階
級
の
如
何
を
問
わ
ず
、
否 

む
し
ろ
そ
れ
ら
の
指
導
的
位
置
に
あ
る
も
の
に
お
い
て
深
刻
で
あ
る
と
さ
え 

思
わ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
一
日
延
し
の
解
決
を
、
ょ
り
稹
極
的
な
形
に
迄
推
進 

さ
せ
る
た
め
に
は
、
各
國
民
衆
の
階
級
を
越
え
た
結
合
を
支
え
る
ベ
き
生
活
感 

情
の
物
質
的
基
礎
は
未
だ
あ
ま
り
に
薄
弱
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
恐
怖
の
一
日
の 

延
期
は
そ
の
一
日
の
生
長
を
許
し
、
そ
れ
に
一
日
の
破
局
性
を
累
稹
す
る
に
す 

ぎ
な
い
。

し
か
し

こ
の

全
人
類
に
極
め
て
平
等
に
課
せ
ら
れ
た
死
の
豫
吿
を
邀
視
す
る 

と
こ
ろ
に
、
二
十
世
以
後
半
に
生
き
る
人
々
の
共
感
と
そ
れ
に
基
く
寬
容
の
精 

神
と
が
蘇
え
つ
て
く
る
。

こ
れ
は

一
日
延

-L
の
解
決
が
.許
し
う
る
限
度
迄
民
衆 

生
活
の
均
等
と
向
上
と
を
計
る
國
際
的
善
意
と
し
て
働
く
で
あ
ろ
う

.
0そ
し
て 

こ
の
限
度
內
に
お
い
て
で
も
あ
れ
、
や
が
て
人
類
の
歴
史
が
そ
の
危
機
を
突
破 

し
え
た
と
き
に
お
け
る
、

新
た
な
進
步
を
支
え

る
べ
き

生
活
の
共
通
の
地
盤
を 

用
意
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
信
じ
た
い
と

思
う
。 
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